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2023システム監査技術者 模試解説

午前対策の要点
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問１

リスクアプローチとは
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問２

監査調書とは
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問３

企画フェーズに登場する役割
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問４

ITガバナンスを成功させる6つの原則
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問５

システム監査で立案する計画



7

問６

監査リスクモデル
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問７

問7の整理
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問８(問題文)

問８(選択肢)
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3402監査

問９(前半)
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問９(後半)

内部統制の基本要素
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問１０

内部統制の固有の限界
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午後Ⅰ対策の要点

午後Ⅰ対策

正解の根拠は問題文にある！

抽出
・リスク
・コントロール
・監査手続

監査人として
の判断力

正解

解き慣れる → 問題演習中心

① 線を引きながら問題文を読む → 悪いこと探し
② キーワードをたどってヒントを探す → 3段跳び

３段跳び法の要点
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問２を解いてみましょう

設問１( i ) ①

設問1 表1の監査手続書について答えよ。

(ⅰ) 項番2の監査手続中の に入れる適切な監査証拠を，問題文

中の字句を用いて10字以内で答えよ。また， に入れる，データの加

工に関する具体的な処置を，20字以内で答えよ。

a：データ取扱規定書

b：個人情報を取り除く処置

(別解) 個人情報をマスキングするなどの処置

a

b

Key参照指示 要求事項

Key

要求事項
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設問１( i ) ②

設問１( i ) ③



16

設問1( ii ) ①

設問1( ii ) ②
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設問1( ii ) ③

p.10
下から
13行目

① AIの導入目的の検証が不十分で，導入目的が達成できないリスク

② AIの機械学習用にO社が提供する抽出データから個人情報が漏えいするリスク

③ AIのアルゴリズムや学習データの検証が不足し，AIの導入効果が想定を下回るリスク

④ AIの回答精度が確保できず，SD要員の負荷軽減につながらないリスク

⑤ 学習データの利用制限が明確に定められておらず，AIの運用や学習データの利用に関

するトラブルが生じるリスク

⑥ SD要員のAIに対する理解不足や新たな業務プロセスに対する訓練不足が原因で，導

入当初にさまざまなトラブルが発生するリスク

⑦ SD要員がAIの回答を信頼せず，AI導入の効果が得られないリスク

⑧ AI導入後のO社のビジネス環境の変化にAIの保守が追随できず，AIの回答精度が低下

するリスク

精度低下

AI導入後の精度低下

設問２ ①

設問2　〔M氏の助言〕(1)について，追加すべき監査手続を，監査証拠を含めて

65字以内で具体的に答えよ。

AI導入検討書を閲覧し，新システムの導入による顧客満足度の向

上について検討され，その結果が承認されていることを確認する。

参照指示 Key

要求事項
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設問２ ②

設問２ ③
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設問３ ①

設問3　〔M氏の助言〕(2)中の に入れる適切な教育の目的を，20字

以内で答えよ。

AIへの理解を深め不信感を取り除く

d

Key

要求事項

参照指示

設問３ ②
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設問３ ③

設問３ ④
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設問４ ①

設問４ ②
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設問４ ③

設問５ ①
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設問５ ②

設問５ ③
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設問5 ④

午後Ⅱ対策の要点

午後Ⅱ対策

・問題と解答例を読む → ネタ集め ×丸暗記
・書く練習 → 合格条件を満たす論文

設問の要求事項を漏らさず書く

① 設問，要求事項によって，章と節に分ける(章立て)
② 節の中でもユニットに分ける

設 AとB
A：○ B：○
A： B：ー
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章立てとユニット分け

問１を考えてみる
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設問イ

章立ての目論見
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問題文のヒント

ネタ出し ①
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ネタ出し ②

論述事例
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第1章 ①

第1章 ②
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展開 ①

AI導入・運用の経験がない → AIの機械学習を効果的に実施できない

Why

具体的

AIの回答精度が確保できないリスク

情報システムリスク

AIの精度を保つ
導入に先立つ機械学習，
運用後の継続的な機械学習

目的

目的

サービスデスク支援を成功させる①

②
③

④

⑤ AIの回答精度が低下し，利用者に誤った回答を提示するリスク

What

論述 ①
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展開 ②

論述 ②
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展開 ③

論述 ③
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展開 ④

論述 ④
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お疲れ様でした


